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循環型社会を体現する地域憩いの施設

オープニングイベント　ルフランマルシェ

食品開発室で開発・販売されたドレッシング日替わりカフェの様子

みやま市環境衛生課 
循環型社会推進係

〒 835-0113　福岡県みやま市 
山川町重冨 121　
みやま市役所
環境衛生課循環型社会推進係
tel  0944-32-8575
fax  0944-32-8576
mail  �junkan@city.miyama.lg.jp

	◆ 廃校を活用し、生ごみ等から電力と液肥を生み
出す資源化施設と市民が集う賑わいの施設「ル
フラン」をオープン。
	◆ 廃校の校舎は食品加工室、カフェ、直売所（無
人販売）、シェアオフィスなどに改装。市内外か
ら多様な人が訪れる施設となった。

	◆ 令和元年度はカフェ来客数 1,536 人、加工室
利用 32 回、オフィス利用者は 10 人であった
が、令和３年度はカフェ来客数 2,500 人、加
工室利用 321 回、オフィス利用者 97 人に達
する見込み。
	◆ 利用者の中から、自分のお店をオープンさせた
方もあらわれた。

環境保全
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36吉延の自然・棚田の原風景を将来へ

吉延集落の棚田

棚田コンサート鳥獣被害防止柵設置の様子

吉
よ し の ぶ

延営農組合

〒 781-3692　高知県長岡郡本山
町本山 504　
高知県本山町役場 まちづくり推進課
tel  0887-76-3916
fax  0887-76-2943
mail  �sangyoushinkou@town.

motoyama.lg.jp

	◆ 地域の持続可能な営農体制づくりに加え、棚田
散策ツアーの実施など地域活性化を目指した幅
広い活動を実施。
	◆ 集落一体となって防護柵の設置等の獣害対策を
行っているほか、田んぼアートや棚田コンサー
ト等の都市との交流事業も実施。

	◆ イノシシの水稲被害を防止するため、平成 25
年度には 3.5km、令和元年度には 1.2km の
獣害防止柵を設置。
	◆ 機械の共同利用や農作業の受託により、持続可
能な営農と棚田等の原風景の保全に貢献。

環境保全

コミュニティ部門

鳥獣害対策

高知県
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残したい　伝えたい　やんばる農業と食とくらし

若手会員との加工講習会

料理レシピ本・体験ミニガイド本若手女性農業者とともに他地区へ視察

山
や ん ば る

原女性農業者の会

〒 905-0015　沖縄県名護市大南
1-13-11　
沖縄県北部農林水産振興センター
農業改良普及課
tel  0980-52-2752

	◆ 沖縄本島北部地区の女性農業者等で構成され、
農業経営の安定や若手農業者の育成等を実施。
	◆ 島ヤサイ等の伝統食材・地域食や農産物活用法
の伝承・継承活動、農泊関連活動も実施。

	◆ 新規就農者支援数については、年間９人（平成
28 年度）から 34 人（令和２年度）に増加。
	◆ 島ヤサイ等の栽培方法やレシピをまとめた冊子
や、地域の味や暮らしをまとめたガイドブックを
発行。

６次産業化

コミュニティ部門

地産地消
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38食で伊万里を元気に！～伊万里版 SDGs ～

フードドライブ　カフェ・マルシェ

商店街の空き店舗を活用したまちなかカフェ伊万里焼協同組合と連携した伊万里焼カフェ

佐賀県立伊
い ま り

万里実業高等
学校フードプロジェクト部

〒 848-0035　佐賀県伊万里市 
二里町大里乙 1414 番地　

（連絡先）フードビジネス課
tel  0955-23-4138
fax  0955-23-4138
mail  �maeda-namiko@education.

saga.jp

	◆ 規格外地域農産物を活用した商品開発・カフェ
の運営。コロナの影響によりテイクアウト形式・
移動型マルシェも実施。
	◆ 食品ロスを防止するため、家庭で眠っている余
剰食材を回収し子ども食堂や福祉施設等に届け
る「フードドライブ」活動も実施。

	◆ 規格外品を活用した商品については、２種類（平
成 28 年度）から、15 種類（令和３年度見込み）
に増加。
	◆ まちなかカフェ・マルシェにフードドライブを併
設し、100 点以上の食材を集め、子育て支援
センター等に提供。

若者の活躍

コミュニティ部門

地産地消

佐賀県
伊
い ま り し

万里市

37

詳細は団体の HP から


